
       

 

 

 

平成３１年度の入学式を４月１０日（水）に行いました。 

酒井副町長様をはじめ、４５名の来賓の方々にも足を

運んでもらい、新１年生の入学を祝いました。 

私からは、歓迎の言葉の中で、学校目標の『元気い

っぱい しっかり勉強 みんな仲良し』の紹介と『早寝・早

起き・朝ご飯』の話をしました。 

これは、新 1年生の子どもたちへのお願いだけでなく、

保護者の皆さんへのお願いの意味を込め、学校でいろ

いろなことをがんばるためには、家での生活もがんばる必

要があること、特に『早寝･早起き・朝ご飯』の重要性を

話しました。少しずつ、学校生活のリズムができてくると思

いますので、1 年生だけでなく、全校での取組の柱の一

つとも考えています。是非、ご協力いただくようお願いしま

す。 

酒井副町長様、大串教育長様からもお祝いの言葉をいただきました。子どもたちへの期待と、学校と地域

と家庭、さらに行政との連携を強調され、オール基山で子どもたちを育てていくことを話していただきました。 

改めて、これから 6年間しっかりと連携しながら、子どもたちを育てていきたいと思いを強くしたところです。 

 足下の悪い中に、たくさんの地域の方々にもご列席いただきました。今後も、温かい目で見守っていただくよう

お願いいたします。 

４月８日(月)に始業式を行う前に、本年度の人事異

動に伴って新しく若基小に赴任された先生方をお迎え

する赴任式を行いました。 

本年度は、新規採用の先生が３名（教諭2名・主事

１名）配置されたこともあり、若い先生方が増えました。

一人ずつ自己紹介をし、若基小でがんばることを述べ

ていただきました。若基小の一員として、力を合わせて

教育活動に励んでいただきます。 
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☆  平成３１年度 入学式！  4月10日(水) 

      1年生34名が 入学しました！ 

 

   

☆  平成 3１年度 赴任式   ４月８日(月) 

新しい先生方 よろしくお願いします！   

 

ようこそ 若基小へ 

きたえ やりぬき まなびあう    元気いっぱい  しっかり勉強  みんな仲良し 



 新学期が始まって 1 週間しか経っていませんが、本年度最初の授

業参観を４月１２日(金)に行いました。 

一つずつ学年が上がり、気分も新たに担任の先生方と学ぶ姿を

見ていただきました。平日にもかかわらずたくさんの保護者の皆様に足

を運んでいただきました。始まって間もなくなので、学習のルールや学

習の進め方を定めている最中で、子どもたちが積極的に学び合う姿

は、十分ではなかったかもしれません。これから、各担任の指導方針

や人柄が子どもたちに伝わり、息の合った学びが展開されていくので

はないかと期待しています。 

その後、学年・学級懇談会がおこなわれ、担任より、一年間の教

育方針等が伝えられたかと思います。担任の思いを受け止められ、１

年間本校の教育活動にご協力いただくようお願いします。 

また、開かれた学校をめざしていますので、 ご意見ご要望等があ

れば、遠慮なく連絡をしてください。よろしくお願いします。 

 

本年度は、教室配置が昨年度と違っていますので参観日当日、戸惑われた保護者の皆さんもいらっしゃっ

たようです。配置図を掲示していなかったのでご迷惑をおかけしました。 申し訳ありませんでした。 

 

学級懇談会が行われている間に、体育館の方で防災教室を行

いました。 

最近は、突然大雨に降られたり、雷も頻繁に発生したりと、自然

災害に見舞われる可能性が一段と高まっています。昨年の学校評

議員会でも、子どもたちにも防災の意識を持たせる取組をすることが

話題となり、年度始めに、防災教室を行うこととしました。 

今回は、佐賀地方気象台より、調査官の松尾さんと地域防災官

の中野さんに来ていただき、DVD を見ながら大雨や雷、竜巻などが

発生したときの対応を学びました。どんな話だったのか、お子さんに聞いてみてください。 

☆ 本年度最初の授業参観 ４月12日(金) ２時間目 

たくさんの参観 ありがとうございました！   

 

４年１組 

 

３年１組 

☆  防災教室（大雨・雷教室）を行いました！ 

     大雨や雷から身を守るために大切なことは 

 

松尾調査官の話 

大雨のときは  ・急に水かさが増えることもあるので、川や側溝に近づかない。 

雷のときは   ・音がしたら急いで、頑丈な建物や車ににげこむ。  

        ・高い木の下は、逆にあぶない。金属よりも高さに注意する。 

・黒い雲と冷たい風が吹いてきたら、雷の危険性が高くなるので、急いで安全な 

ところへ避難する。 

竜巻が発生したら・風にのって、物が飛んでくることが多いので、頑丈な建物に避難する。 


